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伊方発電所第１号機 制御棒位置指示装置の不具合 

他１件に係る報告書の提出について 

 

 

 平成18年６月12日に発生しました伊方発電所第１号機 制御棒位置指示装置

の不具合他１件につきまして、その後の調査結果がまとまりましたので、安全

協定第 11 条第２項に基づき、別添のとおり報告いたします。 

 

今後とも伊方発電所の安全・安定運転に取り組んでまいりますので、ご指導

賜りますようお願い申しあげます。 

 

 

以 上 
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１．件 名 

      伊方発電所第１号機 制御棒位置指示装置の不具合について 

 

２．事象発生の日時 

平成１８年６月１２日０８時３０分頃（確認） 

 

３．事象発生の設備 

計測制御設備 制御棒位置指示装置（指示計） 

 

４．事象発生時の運転状況 

      １号機点検停止中 

 

５．事象発生の状況 

      伊方発電所第１号機（定格電気出力５６６ＭＷ）は点検停止中のところ、平成 

１８年６月１２日０５時０１分頃発生した地震による巡視点検の結果、原子炉内の

制御棒の位置を中央制御室で示している制御棒位置指示計の停止用制御棒*1 位置

の指示値が制御棒が動いていないにもかかわらず揺らいでいるのが確認された。 
詳細点検において、制御棒位置指示装置（以下ＲＰＩという）の信号処理回路に

ある入出力切り換えスイッチ（以下スイッチという）を操作したところ、指示値が

正常に復帰したことから、回路内のカードの不具合により指示値の揺らぎが発生し、

その後、スイッチの操作で不具合が解消し指示値が正常に復帰したものと推定され

た。              
このため、当該回路内信号処理カードの取替を行い、１６時３０分、ＲＰＩ指

示値が正常であることを確認して、通常状態に復旧した。 
   本事象によるプラント運転への影響および周辺環境への放射能の影響はなか  

った。                         

（添付資料－１，２） 

 

 *1［停止用制御棒］ 
制御棒には、通常運転中の出力、温度などの運転条件の変化に合わせて原子炉

の反応度を制御する制御用の制御棒と、原子炉の自動停止等の際に制御用の制御

棒と共に挿入する停止用の制御棒がある。 
伊方発電所１号機には、制御用が２１本、停止用が１２本設置されている。 

  
６．事象の時系列 

    ６月１２日 

８時３０分頃 ＲＰＩの指示不具合を保修員が確認 

１０時００分  保修員による点検開始                   

１１時１３分  スイッチを「切」「入」した結果、指示が正常に復帰 

１１時４１分  信号処理カード取替開始 

１４時３１分  当該カード取替終了 

１４時４５分  停止用制御棒動作によるＲＰＩ指示確認開始 

１６時３０分  同上終了 通常状態に復旧 
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７．調査結果 

（１）現地調査 

   ａ．中央制御室にて停止用制御棒Ｋ－９の位置指示計を確認したところ、指示 

値は通常２２５ステップ＊２一定に対して２１４から２２５ステップの範囲で

揺らいでいることを確認した。ただし、指示計の許容誤差は±１２ステップ

であり許容範囲内の揺らぎであった。 

     なお、このとき制御棒の手動操作はしておらず、制御棒を動作させる指令信

号をカウントするステップカウンタも動作してないことから、制御棒は動作

していないことを確認した。 

 

    ｂ．その他の停止用制御棒１１本の指示値については２２５ステップ一定で揺 

らぎはなく、制御用制御棒２１本の指示値についても０ステップ一定で異常

は認められなかった。 

 

ｃ．当該制御棒のＲＰＩ盤にてケーブル、コネクタの接続状態の確認を実施し

たところ、異常は認められなかった。また、コネクタ、スイッチおよび信号

処理カードのタッピング＊３を実施したが、ＲＰＩ指示値の揺らぎ状況に変化

は認められなかった。 

 

ｄ．信号処理カード故障が考えられることから、入力信号をゼロリセットさせ

るためスイッチを通常「入」から「切」「入」操作した結果、当該制御棒の

位置指示は２２５ステップに復帰し、その後揺らぎ等の異常は確認されなか

った。 

    

     以上の調査結果から、信号処理カード上流にあるスイッチの「切」「入」   

操作により制御棒位置指示の入力信号がゼロリセットされ、当該カードの不

具合が復旧したため当該カードの一時的な不具合と判断したが、念のため当

該カードの取り替えおよびカードタッピングを実施し再現しないことを確認

後、通常状態に復旧した。 

     

    *２［ステップ］  

      制御棒位置を表す単位で１ステップは、約１．６ｃｍ。０ステップが全挿

入状態でプラント運転中停止用制御棒は、２２５ステップ。 

 

    *３［タッピング］ 

      軽打することにより、電気的な接触状態を確認する動作。 

 

（２）メーカ工場調査 

a. 製造メーカにて当該カードの外観目視検査、波形観測、タッピング試験  

および加温試験等の詳細調査を実施したが異常は確認できなかった。 

ｂ．指示の揺らぎを引き起こす可能性のある各部の出力波形測定等を実施 

したが異常は確認できなかった。            

（添付資料－３） 
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 （３）保修状況の調査 

     当該カードについて点検履歴および点検記録を調査した結果、第２３回定期

検査（平成１８年３月）において、模擬入力による入出力特性試験を実施し

ており、試験データに異常は認められなかった。 

 

８．推定原因 

   ＲＰＩの信号処理カードの一時的な不具合により出力信号の揺らぎが発生し、

指示計指示に揺らぎが生じたものと推定する。 

   なお、現地および工場においても、タッピングにより出力信号が変化しなかった

ことおよびカードの構造上振動により不具合を起こす部品がないことから、今回

の不具合は地震との因果関係はないものと推定する。 

 

９．対 策 

 （１）当該カードを予備品に取り替えた。 

 

 （２）信号処理カードを予備品として今後とも準備しておく。 

 

                                   以 上 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 

 
 

添 付 資 料 

 

 

     添付資料－１  制御棒位置指示装置概略系統図 

 

          添付資料－２  制御棒位置指示装置信号系統図 
 

     添付資料－３  信号処理カード概要図
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制御棒駆動装置制御盤室



 

 

制御棒位置指示装置信号系統図
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〔スイッチ〕
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制御棒炉心配置図
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信 号 処理 カ ー ド 概要図

ﾘﾐｯﾀ
( ②内部設定 )

①

①or②

③

：  揺らぎの要因と考えられる部位

・ 170～225ｽﾃｯﾌﾟ ②＋③

・ 170ｽﾃｯﾌﾟ ①     まで　　 




